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試金石ストーリー 6

ヘレン・ケラー

Photo Caption: 予防可能な失明の根絶と視覚障害者への奉仕に尽力するよう、ヘレン・ケラーはライオンズの意欲をかき立てました。
1925年、ヘレン・ケラーはオハイオ州シダーポイントで行われたライオンズクラブ国際大会で、新設された米国盲人連盟の使節として演説を行いました。
「今日突然、自分が失明したらどのように感じるか、想像してみてください」と、彼女は会場にひしめくライオンズに呼びかけました。「昼間でも夜であるかのようにつまずき、手探りする自分の姿を思い浮かべてみてください。仕事は失い、自立した生活も望めなくなるでしょう。」

ケラーは身をもって知っていました。生まれて19ヵ月で視力を失い、耳も聞こえなくなった彼女はかつて、意思の疎通もままならない孤独の中に暮らしていました。ある日、パーキンス盲学校からアン・サリバンという名の教師がやってきます。彼女はケラーと生活をともにし、手話を通じて世界とつながることを教えます。ケラーはやがて読み書きを覚え、大学を出て話すことも学びます。

当時ほとんどのライオンズは有名になっていた彼女の物語を知っており、聴衆の中にはすでに視覚障害者への奉仕事業に取り組んでいる者もいました。しかし、ケラーが盲人の苦しみを懸命に訴える姿は、その場にいた全員に、目が見えないという現実をわが身のことのように理解させたのです。ライオンズもそのゲストも胸を突かれました。

ケラーは最も心を揺さぶる言葉を、演説の最後まで取っておきました。ライオンズが米国盲人連盟と提携し、視力を失った人々を組織として支援してくれることを期待したのです。
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「予防可能な失明が根絶され、耳や目の不自由な子どもがすべて教育を受けることができ、男性であれ女性であれ盲人がすべて支援を受けられる日が早くやってくるよう、手を貸していただけませんか？目が見え、耳が聞こえ、力強く勇敢で親切なライオンズの皆さんにお願いします。盲人の騎士となって、暗闇と闘ってくださいませんか。」

国際協会がどこまでこの呼びかけに応えるか、彼女には想像もつかなかったことでしょう。

大会が終わる前に、国際協会はケラーの夢の実現に全力を尽くすことを誓い、ライオンズはケラーの言う「盲人の騎士」になりました。

1925年以来、世界中のライオンズの視力関連活動は何億人もの人々の生活を変えてきました。そして国際協会は今も同じように、視力障害によって無駄に苦しむ人のいなくなる日が早く来るよう献身しています。眼科センターと病院、薬と手術、眼鏡とアイバンクを通じて、ライオンズは予防可能な失明の根絶と視覚障害者への支援に取り組んでいます。

ケラーの呼びかけと夢は今も生き続けているのです。
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